
別紙５

令和8年4月分

食種グループ １ヶ月 合計食数 1回平均食数 %

1 並食Ⅰ～Ⅳ 7,370 81.9 19.3%

2 産科食 414 4.6 1.1%

3 学童食Ⅰ～Ⅱ･軟菜 423 4.7 1.1%

4 幼児食Ⅰ～Ⅱ 388 4.3 1.0%

5 離乳食Ⅰ～Ⅲ 139 1.5 0.4%

6 軟菜並食 1,699 18.9 4.4%

7 産科祝膳 27 0.3 0.1%

8 エネルギーコントロール食 7,360 81.8 19.2%

9 エネルギー易消化コントロール食 1,454 16.2 3.8%

10 エネルギー低脂肪コントロール食 640 7.1 1.7%

11 タンパク質コントロール食 564 6.3 1.5%

12 透析食（易消化・血液透析・腹膜透析） 1,268 14.1 3.3%

13 小児タンパクコントロール食 261 2.9 0.7%

14 易消化食 287 3.2 0.8%

15 開始・嚥下・移行食 7,131 79.2 18.6%

16 エネルギー低残渣コントロール食 932 10.4 2.4%

17 ＣＤ食（流動～軟） 17 0.2 0.0%

18 ３分～流動食（並・低脂肪） 387 4.3 1.0%

19 注入食 2,350 26.1 6.1%

20 注腸食 8 0.1 0.0%

21 分割食 327 3.6 0.9%

22 検査延食 184 2.0 0.5%

23 ハーフ食Ⅰ～Ⅱ 815 9.1 2.1%

24 ひまわり・なごみ食 187 2.1 0.5%

25 あじわい・もみじ食 669 7.4 1.7%

26 ミルク食 2,421 26.9 6.3%

27 特殊食（個人献立食含む） 100 1.1 0.3%

28 経口補水食 146 1.6 0.4%

29 検食 270 3.0 0.7%

合計 38,238 424.9 100.0%

※令和9年4月1日より食種改定予定のため、食事の種類や内訳は変更の可能性があります。
　令和9年度4月1日からの食種については別添資料を参照ください。

※令和８年８月より1病棟再開のため、更なる食数増加の予定あり。

※4月食数は1日平均424.9食だが、８月時点で１日約510食程度と増加傾向あり。
　入院患者増減のため、１日100食前後の増減幅がある。

食種別実施食数 (広島病院)
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